














































































































































































































































































































































































































• 

する要望は同程度で、あった。本研修の主な成果としては，以下の 2点があげられる。

-派遣前訓練が始まるまでに派遣現職教員全員が集まった派遣前研修を開催したことは，人的ネ

ットワークの形成，派遣前訓練の充実，ならびに早めの情報入手による時間の有効利用等の観

点から，有効で、あった0

・ICT能力拡充研修は，受講者の情報作成及び情報発信の手段に関わる技能向上に有効であった。

以下は，こうした成果に係わるアンケートの自由意見記述からの抜粋である。

職員のネットワークができると任国でも、日本に帰ってきてからも、相談しあえたり、教材を共有で

きたりできます。この研修では、任国も研修所もばらばらな人が集まることができて、ネットワーク

ができました。一堂に集まったのは今年が初めてとのこと。本当にありがとうございました。

たくさんの機関、たくさんの人たちのBackupがあることに改めて気付き、そのお礼(という言い方

は変ですが)に、自分がこれから体験することをお世話になった方々や子ども達に還元することが自

分の任務の lつだと思いました。教員という共通の仕事を持った隊員と出会い、意見交換できるチャ

ンスを作ってくださりありがとうございました。充実した2日間でした。

ありがとうございました。拠点、ンステムやかアーカイブを教えていただいたので，派遣中の不安が少

し減りました。できるだけ使っていきたいと思います。

インターネットは難しそうだと思いましたが，自分でもできそうな気がします。勤務先でもインター

ネットを通じた情報交換をやろう!!と言われているので，なんとか，その目的を果たせそうです。派

遣先からも色々と情報を発信し，活動を理解してもらえればと思います。

(ICT研修は)素晴らしかった。技術的なことを身につけられただけでなく， Skype等，任国へ行っ

ても一人ぼっちでがんばらなくてもいいんだという安心感が得られた。

一方，今後の研修会に向けての主な課題として，以下の3点があげられる。

-派遣前訓練が始まるまでの時期に派遣現職教員全員が集まった研修を開催することは好評であ

るが，もう少し早めの時期を要望する意見がある。その理由は，今回の研修を受けてさらに訓

練前に準備する時間を確保したいという意見に集約される。

・帰国隊員による報告会の講義時間を拡充してほしいとの要望が 3割強ある。

• ICT能力拡充研修の時間枠の拡充を望む意見が半数を超えている。アーカイブスの実習を望む

意見もあるため，すべての受講者が学ぶ内容をさらに拡充させた指導が必要である。一方で，

ICT能力拡充研修では，能力差への柔軟な対応が課題といえる。個別対応に好感を抱く受講者

もいる一方で，すべての内容を学びたいとの要望を抱く受講者もいるためである。
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• 

以下は，こうした課題に係わるアンケートの自由意見記述からの抜粋である。

今回からできたこの 2日の訓練ですが、とてもよかったと思います。このような機会を作ってくださ

ったことに感謝します。この訓練に出る前は 1人で不安ばかり多くふくらんでいったのですが、今回

志を同じくする隊員の先生方と出会い、情報交換することができ、とても気持ちも楽になり、見通し

も持つことができました。できるのなら、このような訓練はもう少し早くやっていただけると、合宿

訓練に入る前までに何をやっておけばいいのかが、より明確になり、充実してすごすことができるの

ではないかと思います。

SKYPE、メッセンジャーなど存在すら知らなかったものを教えていただき、使えるようにしていただ

き、本当に感謝しています。時聞がもう少しあれば HPの作り方も実習したかったです。でも欲張り

でしょうかね。

あと 1日あればICT研修がさらに充実できたものになったと思う。準備等大変だったと思います。あ

りがとうございました。

もっと早い時期にこの(ICT)研修があると自分でスキルアップできたかなーと思います。こんなこ

とが自分でもできるんだと分かつてよかったです。ありがとうございました。

今後，日本の教育協力経験を踏まえ，より青年海外協力隊隊員としての専門性を向上すべく，こ

れらの課題を解決しつつ中長期的な視里子から研修講座を実施する必要がある。
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資料:アンケート結果の集計
全体としてこの講座は目派遣先での活動に

講座全体

27苛

自由意見記述の集約 ※( )内の数字は人数を表す。

【時期]

・訓練直前ではないもう少し早い時期に実施して欲しい(3 )。

【事前案内]

. PCを使うことをもう少し早く知らせてほしい。

-役立つと思う

ロやや役立つと思う

口どちらともいえない

口やや役立つと思わない

図役立つと思わない

皇室!!iIl'!

-案内文の中に具体的に研修内容をいれて必要なソフト等あらかじめ通知してほしい。またそうする

ことで，メールアドレスを全員が取得済み，ソフトがインストール済みで、研修がで、きると思う。

【実施方法】

・派遣前に教員とし、う共通の仕事をもっ隊員全員が集まってこのような会議(研修)ができとてもあ

りがたい (10)。

【講座内容1

・現職としての自覚，期待，責任をあらためて感じる(7)。

-任国に行ってもサポートして頂けることがわかり心強い (10)0 

・電子アーカイブを是非利用したい(3 )。

・帰国隊員の話が一番印象的。

'ICT研修時間を長く (2)。

・インターネットによる情報交換ができるようになりました(2 ) 0 

・実践できるスキルなので， ICT研修は今後も続けてください。

・養護や特殊教育の体験も聞きたかった。

・地域別研修を取り入れて欲しい。

【方法1
・盛りだくさんの内容でしたが講義を聴く側があきない工夫を随所に感じた。

・講義形式ではなく参加型の方がよい(2)。

・昨年よりも今年の形式の方がよい。

-資料をデ、ジタノレ化してほしい。

-終了時聞を守ってほしい(2)。

【その他]

・一般の先生方にもこの講座を受けて頂いて私たち等への理解を深めてほしい。

. 2年間お世話になる中でもしかしたら女性職員にしか相談できないことなど出てきたらどうするの

でしょうか。 CRICEDに女性職員をもっと増やしたり，いるなら前面に出てきてほしいです。
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国際理解教育の勧め

園際理解教育の勧め:現職派遣教員ならではの活躍にむけて

44‘ 

-役立つと思う

ロやや役立つと思う

ロどちらともいえない

ロやや役立つと思わない

囚役立つと恩わない

旦皇国釜

園際理解教育の勧め現膿派遣教員ならではの活置にむけて

開発教育セミナー

講義のねらい

開発教育セミナー

開発教育セミナー
論議のねらい

49% 

-理解できた

ロやや理解できた

ロどちらともいえない

口やや理解できなかった

巴理解できなかった

旦盆1l!I~

-役立つと思う
ロやや役立つと思う

ロどちらともいえない

ロやや役立つと思わない

臼役立つと思わない

旦盆旦釜

-理解できた

ロやや理解できた

ロどちらともいえない

ロやや理解できなかった

巴理解できなかった

E隼1l!I~

-199ー

国際理解教育の勧めー現職派遣教員ならではの活置にむけて
講義時間 ' 

6O'o 

国際理解教育の勧め・現臓派遣教員ならではの活11にむけて
教育協力への意欲

開発教育セミナー
税義時間

開発教育セミナー
教育協力への意欲

51覧

-沸いてきた
ロやや沸いてきた

ロどちらともいえない

口やや沸いてこなかった

司沸いてこなかった

亙坐1l!I~
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帰国隊員による報告会

帰国隊員による報告会
講義のねらい

複式学級と授業研究

35覧

被式学級と授業研究

複式学級と授業研究

講穫のねらい

38% 

-役立つと思う

ロやや役立つと思う

口どちらともいえない

口やや役立つと思わない

囚役立つと思わない

旦舞固~

-理解できた
ロやや理解できた

ロどちらともいえない

口やや理解できなかった
白理解できなかった

旦皇国

-役立つと思う

ロやや役立つと思う

口どちらともいえない

ロやや役立つと恩わない

囚役立つと恩わない

回無回答

-理解できた
ロやや理解できた

口どちらともいえない

口やや理解できなかった

困理解できなかった

E皇国費

15% 
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帰国隊員による報告会
講議時間

1鳴

婦国隊員による報告会
教育協力への意欲

複式学級と授業研究
講義時間

56% 

複式学級と授業研究

教育開発への意欲

-沸いてきた
ロやや沸いてきた

ロどちらともいえない

口やや沸いてこなかった

回沸いてこなかった

旦盆里

-沸いてきた

ロやや沸いてきた

ロどちらともいえない

口やや沸いてこなかった

日沸いてこなかった

E豊里釜

-園町
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eアーカイブによる日本の教育協力経験の共有化

eアーカイブによる日本の教育協力経験の共有化

50覧

-役立つと思う

ロやや役立つと思う

口どちらともいえない

口やや役立つと思わない

囚役立つと思わない

E盆旦

eアーカイブによる日本の教育協力経験の共有化
講義のねらい

51覧

拠点システム成果活用実習

-理解できた
ロやや理解できた

ロどちらともいえない

口やや理解できなかった

白理解できなかった

旦盤国

拠点システム成果活用実習:幼児教育・学校経営・算数数学

-役立つと思う
ロやや役立つと思う

口どちらともいえない

ロやや役立つと思わない

囚役立つと思わない

旦堅固隻

拠点システム成果活用実習.幼児教育・学校経営・算数数学
論議のねらい

5l‘1% 

33% 

-理解できた

ロやや理解できた

口どちらともいえない

口やや理解できなかった

回理解できなかった

豆盆E

eアーカイブによる日本の教育協力経験の共有化
講義時間

eアーカイブによる日本の教育協力経験の共有化
教育協力への意欲

-沸いてきた
ロやや沸いてきた

ロどちらともいえない

ロやや沸いてこなかった

回沸いてこなかった

恩舞旦

拠点システム成果活用実習.幼児教育・学校経営・算数数学
講義時間

56% 

拠点システム成果活用実習:幼児教育・学校経営・算数数学
教育協力への意欲

51‘1% 

33% 

-201-

-沸いてきた
ロやや沸いてきた

ロどちらともいえない

ロやや沸いてこなかった

図沸いてこなかった

旦隼E

回国司
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ICT能力拡充研修

1%寸

1‘，1 
1~可 11

師 以ムー』

ICT能力拡充研修

ICT能力拡充研修
講義のねらい

21~1 ¥圃・・・・・・・・・且

、_______ 1'7同時

-役立つと思う
ロやや役立つと思う

口どちらともいえない

ロやや役立つと思わない

固役立つと恩わない

旦豊里釜

-理解できた
ロやや理解できた

ロどちらともいえない

ロやや理解できなかった

白理解できなかった

旦盆E

自由意見記述の集約 ※( )内の数字は人数を表す。

【時期・時間]

1~， 

1%， ムー柑

11‘ 

ICT能力鉱充研修
講義時間

ICT能力拡充研修
教育協力への意欲

目λ掠5・・h
.A ¥¥<1.:: ・・・・・・・・・・h

19拠"¥1'1，-----
、______ ...7叫

-浅いてきた
ロやや沸いてきた

ロどちらともいえない

ロやや沸いてこなかった
回沸いてこなかった

・もう少し時間枠を拡大して，早めに実施してほしい(個人的にスキルアップする時間の確保)(23)。

【事前案内】

-事前に e-mailアドレスの取得が必要と連絡してほしい。

'PC持参，ソフトの動作環境，必要な機器 (OS，LAN，ヘッドセットなど)を連絡して欲しい(2)。

[内容]

-役立った (16)。

・スカイプ，メッセンジャー，ブログ，ホームページ，掲示板， VTR編集，すべてやってみたい (21)。

(含む flつにかける時間が短くなるかもしれないが，きっかけにはなると思いますJ)

-またどこかで実施してほしい。

-任地へ行ってもひとりぼっちではないという安心感が得られた(2)。

【方法]

-資料もよくできていた。

・ゆっくりと個別対応して頂きありがたかった(3 ) 0 

.サポート人数を増やした方がいい。

-もう少し少人数の方がよい(3)。

【その他】

• Webカメラ，ヘッドセットを希望者にはその場で販売してほしい0

・任地のインターネット接続状況を知りたい(3)。

-電子アーカイブも実習したい。

-202一
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。%
10当 10%

今までの経験から派遣先で使えそうな教材などの

43省

23% 

派遣先での隊員聞や日本の関係者との聞にネットワーヲを

3%， 
1%寸I

8% 斗~

叫"-¥¥'圃・・・・・・・・・

、.............. ..r68覧

自分が派遣先で得た情報や教訓などは，多くの関係者と
1%寸

凹，1

8% 且工9"

1%1 ¥ 11・・・・・・・・・・・

、.............. r70覧

q
d
 

n
U
 

円ん

派遣先で教育活動を進める上で

日本や派遣先での教育活動を相互支慢する体制は
1鳴寸

0%叶

叫 U工出

7%1 、団・・・・・・・・・・h

可..............74略
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